
035

巻
末

絵
巻
全
図

巻
頭

（41）



034

一い
っ

切さ
い

を
か
久く

の
己こ

東と

久く

二に

（
一切
を
か
く
の
如
く
に
）

起き

へ　
遊ゆ

久く

尓に

な
丹に

を
美み

（
消
え
行
く
に
何
を
見
）

与よ

處そ

登と

散さ

利り

非ひ

東と

（
よ
ぞ
と
さ
り
人
）

　
　
　
　
　
　
堂た

地ち

（
た
ち
）

　
　
　
　
　
七
三
愚
翁
（
七
三
愚
翁
）

　
　
　
　
　
　
　
達
吉
（
達
吉
）

蓋
表

朝
顔

蓋
裏

美み

ち
の
へ
能の

あ
散さ

駕か

本ほ

登と

り
て

　
　
　
　
　
（
道
野
辺
の
朝
顔
取
り
て
）

な
か
し
川つ

〻
子こ

羅ら

盤は

（
流
し
つ
つ
子
等
は
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
や
け
里り

（
さ
や
げ
り
）

　
　
　
　
許こ

呂ろ

も
有う

羅ら

可か

難な

（
衣
浦
か
な
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
翁

春す

駕か

堂た

（
姿
）

　
見み

へ　
須す

（
見
え
ず
）

　
　
夢
よ
（
夢
よ
）

　
　
　
有う

川つ

〻
与よ

（
現
よ
）

　
　
　
　
己こ

礼れ

の
（
こ
れ
の
）

　
　
　
　
　
　
世
所そ

裳も

（
世
ぞ
も
）

い
都つ

己こ

（
何
処
）

　
　
　
尓に

處そ

（
に
ぞ
）

　
　
な
駕か

禮れ

（
流
れ
）

　
　
　
　
　
遊ゆ

支き

（
行
き
）

　
　
　
　
け
無む

（
け
ん
）

（42）



033

遊ゆ

面め

も
餘よ

之し

（
夢
も
よ
し
）

　
　
有う

川つ

〻
も
（
現
も
）

　
　
　
　
萬ま

太た

与よ

し
（
ま
た
よ
し
）

　
け
散さ

の
あ
佐さ

（
今
朝
の
朝
）

　
　
を
裳も

波は

傳て

（
思
わ
で
）

　
わ
礼れ

波は

（
吾
は
）

　
　
　
　
　
　
手て

を
（
手
を
）

　
　
　
あ
王わ

春す

可か

難な

（
合
わ
す
か
な
）

　
わ
礼れ

も
萬ま

太た

（
吾
も
ま
た
）

　
　
　
波は

那な

登と

（
花
と
）

　
　
毛も

呂ろ

東と

毛も

（
諸
共
）

　
な
駕か

礼れ　
遊ゆ

可か

那な

（
流
れ　
行
か
な
）

　
　
有う

起き

世
の
（
浮
世
の
）

　
　
　
　
な
美み

東と

（
波
と
）

遊ゆ

羅ら

連れ　
由ゆ

良ら

連れ

尓に

（
揺
ら
れ
揺
ら
れ
に
）

お
非ひ

天て

見み

都つ

（
お
い
て
見
つ
）

　
　
閑か

倍へ

李り

て
盤は

（
か
え
り
て
は
）

　
　
　
　
見み

都つ

（
見
つ
）

あ
散さ

駕か

本ほ

の
（
朝
顔
の
）

　
　
　
　
　
な
賀か

留る

〻
（
流
る
る
）

春す

駕か

堂た

餘よ

（
姿
よ
）

　
　
　
な
抒と

か
閑か

之し

古こ

起き

（
な
ど
か
畏
き
）

　
　
波は

呂ろ

者は

呂ろ

二に

（
遥
々
に
）

な
駕か

礼れ

し
波は

な
乃の

（
流
れ
し
花
の
）

夢
か
登と

与よ

（
夢
か
と
よ
）

夢
の
（
夢
の
）

　
　
　
　
古こ

の
世
所そ

（
こ
の
世
ぞ
）

遊ゆ

免め

乃の

（
夢
の
）

　
　
許こ

能の

世
處そ

（
こ
の
世
ぞ
）

（43）



032

志し

都つ

可か

那な

留る

（
静
か
な
る
）

　
　
　
　
　
氣け

散さ

農の

（
今
朝
の
）

　
　
　
　
　
　
　
波は

万ま

へ　
濃の

（
浜
辺
の
）

許こ

連れ

の
波は

那な

（
こ
れ
の
花
）

　
　
　
見み

天て

を
類る

わ
礼れ

盤は

（
見
て
お
る
吾
は
）

　
遊ゆ

面め

か
有う

都つ

〻
迦か

（
夢
か
現
か
）

　
　
　
　
あ
所そ

倍へ

留る

（
遊
べ
る
）

　
子こ

羅ら

の
（
子
等
の
）

　
　
　
古こ

東と

九く

丹に

（
如
く
に
）

　
　
　
夢
尓に

あ
羅ら

し
（
夢
に
あ
ら
じ
）

　
　
有う

川つ

〻
尓に　
阿あ

良ら

志し

な（
現
に　
あ
ら
じ
な
）

許こ

呂ろ

も
有う

羅ら

の
（
衣
浦
の
）

　
　
子こ

等ら

登と

（
子
等
と
）

子こ

等ら

与よ

子こ

等ら

（
子
等
よ　
子
等
）

阿あ

散さ

駕か

本ほ

（
朝
顔
）

　
　
　
　
な
賀か

し
盤は

（
流
し
は
）

　
　
　
　
あ
類る

か
岐き

里り

（
あ
る
限
り
）

　
　
　
な
駕か

世せ

与よ

那な

駕か

勢せ

（
流
せ
よ　
流
せ
）

　
堂た

ぬ
し
支き

も
の
を
（
楽
し
き
も
の
を
）

　
　
　
志し

呂ろ

支き　
あ
を
伎き

（
白
き　
青
き
）

　
　
　
　
万ま

地ち

李り

（
混
じ
り
）

　
萬ま

李り

轉て

（
ま
り
て
）

　
　
　
な
駕か

禮れ

遊ゆ

久く

（
流
れ
行
く
）

　
夢ゆ

め
か
登と

所そ　
於お

も
布ふ

（
夢
か
と
ぞ
思
う
）

　
　
な
駕か

留る

ゝ
（
流
る
る
）

　
　
　
　
見み

天て

を
李り

（
見
て
お
り
）

（44）



031

あ
散さ

か
本ほ

の
（
朝
顔
の
）

　
寿す

駕か

太た

（
姿
）

　
　
　
い
東と

も
（
い
と
も
）

　
　
　
　
　
め
て
堂た

き
も
の
所そ（
め
で
た
き
も
の
ぞ
）

　
を
散さ

な
子こ

駕か

（
幼
子
が
）

　
　
散さ

や
岐き

さ
屋や

幾き

轉て

（
さ
や
ぎ
さ
や
ぎ
て
）

お
非ひ

わ
礼れ

二に

（
老
い
吾
に
）

　
あ
礼れ

見み

餘よ　
許こ

禮れ

登と

（
あ
れ
見
よ　
こ
れ
と
）

　
さ
や
俱く

盤は

（
さ
や
ぐ
は
）

　
　
　
　
　
有う

礼れ

し
裳も

（
う
れ
し
も
）

　
遊ゆ

羅ら

遊ゆ

良ら

に
（
ゆ
ら
ゆ
ら
に
）

　
　
　
美み

の
毛も

尓に

（
水
面
に
）

　
　
　
　
　
恵え

駕か

九く

（
描
く
）

遊ゆ

羅ら

由ゆ

良ら

由ゆ

礼れ

て
（
ゆ
ら
ゆ
ら　
ゆ
れ
て
）

　
　
な
駕か

礼れ

遊ゆ

九く

な
類る

（
流
れ
行
く
な
る
）

志し

呂ろ

起き

あ
を
支き

（
白
き
青
き
）

　
な
駕か

連れ

（
流
れ
）

　
　
　
　
遊ゆ

九く

て
布ふ

（
行
く
ち
ょ
う
）

め
傳て

堂た

さ
餘よ

（
め
で
た
さ
よ
）

許こ

呂ろ

も
有う

羅ら

（
衣
浦
）

　
　
　
　
　
可か

南な

（
か
な
）

　
奈な

駕か

し
堂た

非ひ

二に

（
流
し
た
び
に
）

手て

を
堂た

〻
き
を
里り

（
手
を
た
た
き
お
り
）

　
な
駕か

連れ

遊ゆ

九く

て
布ふ

（
流
れ
行
く
ち
ょ
う
）

　
　
　
　
有う

川つ

久く

し
支き

可か

裳も

（
美
し
き
か
も
）

Ｆ
Ｔ
４
３
７
《
絵
巻
「
朝
顔
流
」》

　
な
駕か

し
都つ

〻
（
流
し
つ
つ
）

　
　
　
子こ

羅ら

盤は

（
子
等
は
）

　
　
　
　
さ
や
氣け

理り

（
さ
や
げ
り
）

美み

ち
の
へ　
能の

（
道
野
辺
の
）

　
　
あ
さ
か
本ほ

（
朝
顔
）

　
　
　
　
東と

李り

轉て

（
取
り
て
）

（45）



030

絵
巻
全
図

巻
頭

巻
末

（46）



029

蓋
表

つ
く
し
松
原

蓋
裏

い
久く

の
万ま

都つ

婆は

羅ら

　
　
　
　
　
（
い
く
の
松
原
）
達
翁

万ま

都つ

婆は

羅ら

の
（
松
原
の
）

　
末ま

川つ

を
（
松
を
）

　
　
　
面め

傳て　
川つ

〻
（
愛
で　
つ
つ
）

堂た

非ひ

を
春す

留る

（
旅
を
す
る
）

　
　
許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
　
堂た

非ひ　
東と

与よ

（
旅
人
よ
）

い
川つ

九く

（
何
処
）

　
　
遊ゆ

久く

（
行
く
）

　
　
　
　
羅ら

む
（
ら
ん
）

お
も
非ひ

傳て

ゝ
（
思
い
で
て
）

末ま

堂た

（
ま
た
）

可か

支き

川つ

（
書
き
つ
）

　
　
　
　
達

（47）



028

　
万ま

都つ

婆は

羅ら

尓に

（
松
原
に
）

　
　
　
有う

太た

を
（
歌
を
）

　
　
　
　
　
う
堂た

非ひ

都つ

（
歌
い
つ
）

を
古こ

し
（
お
こ
し
）

　
　
都つ

九く

留る

（
作
る
）

和わ

礼れ

盤は

（
吾
は
）

　
　
見み

天て

を
里り

（
見
て
お
り
）

　
　
　
許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
　
　
波は

留る

日ひ　
波は

裳も

（
春
日　
は
も
）

都つ

九く

し
へ
尓に

（
筑
紫
辺
に
）

　
　
　
へ
ん
呂ろ

の
（
遍
路
の
）

　
　
　
　
　
　
　
堂た

非ひ

尓に

（
旅
に
）

来
し　
和わ

礼れ

所そ

（
来
し　
吾
ぞ
）

　
　
堂た

非ひ

を
し
處そ

（
旅
を
し
ぞ
）

　
　
　
お
も
布ふ

（
思
う
）

非ひ

東と

の
（
人
の
）

　
　
　
世
の　
堂た

飛ひ

（
世
の　
旅
）

あ
さ
日ひ

（
朝
日
）

　
　
　
　
か
駕か

（
か
が
）

　
　
　
　
　
餘よ

布ふ

（
よ
う
）

万ま

都つ

婆は

羅ら

尓に

（
松
原
に
）

　
　
お
古こ

し
（
お
こ
し
）

　
　
　
　
都つ

九く

李り

天て

（
作
り
て
）

萬ま

都つ

羅ら

（
松
浦
）

　
　
　
駕か

堂た

（
潟
）

い
所そ

な
美み

（
磯
波
）

　
　
　
　
太た

ゝ
須す

（
立
た
ず
）

可か

遍へ

東と

（
買
え
と
）

　
　
い
布ふ　
可か

裳も

（
言
う　
か
も
）

む
春す

面め

羅ら

駕か

（
娘
ら
が
）

　
　
堂た

非ひ

ゝ
東と　
わ
礼れ

ニに

（
旅
人　
吾
に
）

（48）



027

遊ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

　
　
　
可か

駕か

（
か
が
）

　
　
　
　
　
や
き
（
や
き
）

堂た

非ひ

な
礼れ

や
（
旅
な
れ
や
）

　
　
波は

呂ろ　

　ゝ
ゝ
（
は
ろ
ば
ろ
）

許こ

ゝ
尓に

（
こ
こ
に
）

　
　
　
　
堂た

川つ

年ね

（
尋
ね
）

　
　
　
　
　
　
　
来
て
（
来
て
）

　
　
　
を　
さ
末ま

李り　
天て

（
お　
さ
ま
り　
て
）

あ
散さ

日ひ

（
朝
日
）

　
　
を
呂ろ

駕か

み
（
拝
み
）

　
遊ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

　
　
　
を
ろ
駕か

無む

（
拝
む
）

玄
海
の
（
玄
海
の
）

　
　
な
美み

（
波
）

　
　
合
掌
春す

（
合
掌
す
）

　
　
　
　
和わ

礼れ

盤は

（
吾
は
）

あ
末ま

里り

尓に

も
（
あ
ま
り
に
も
）

　
　
　
　
な
り
（
な
り
）

　
　
　
　
　
　
氣け

理り

（
け
り
）

万ま

都つ

羅ら

駕か

堂た

（
松
浦
潟
）

　
　
之し

川つ

可か

（
静
か
）

　
　
　
尓に

し
の
（
虹
の
）

　
　
　
　
　
末ま

都つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

　
　
に
し
の
（
虹
の
）

　
　
　
　
許こ

東と

（
如
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

　
　
　
末ま

川つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

　
　
遊ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

　
　
　
有う

け
を
里り

（
受
け
お
り
）

見み

能の

可か

き
李り

（
見
の
限
り
）

（49）



026

　
　
志し

呂ろ

春す

な
ニに

（
白
砂
に
）

　
　
　
　
見み

能の

（
見
の
）

　
　
　
　
　
　
可か

起き

里り

（
限
り
）

本ほ

布ふ

風
の　
波は

な　
さ
き（
防
風
の　
花　
咲
き
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
美み

ち
て
（
満
ち
て
）

尓に

本ほ

非ひ

（
匂
い
）

　
　
け
留る

可か

母も

（
け
る
か
も
）

末ま

都つ

有う

羅ら

能の

（
松
浦
の
）

　
を
支き

の
（
沖
の
）

　
　
小
し
満ま

ニに

（
小
島
に
）

久く

裳も

堂た

ち
天て

（
雲
立
ち
て
）

　
あ
散さ

日ひ

か
ゝ
や
起き

（
朝
日
輝
き
）

　
　
め
傳て

堂た

（
め
で
た
）

　
　
　
　
可か

李り

（
か
り
）

　
　
　
　
　
　
氣け

理り

（
け
り
）

見み

の
可か

起き

李り

（
見
の
限
り
）

　
　
　
　
許こ

東と

九く

（
如
く
）

　
　
　
万ま

都つ

羅ら　
駕か

堂た

（
松
浦　
潟
）

遊ゆ

布ふ

日ひ

（
夕
日
）

　
　
有う

け
川つ

〻
（
受
け
つ
つ
）

可か

し
許こ

可か

り
（
畏
か
り
）

　
　
　
　
け
里り

（
け
り
）

あ
散さ

日ひ

（
朝
日
）

　
　
さ
春す　
尓に

し
の
（
さ
す　
虹
の
）

　
　
万ま

都つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

　
　
　
可か

春す

美み　
し
て
（
霞
み　
し
て
）

末ま

都つ

有う

羅ら

（
松
浦
）

　
　
　
　
駕か

〇
ニに

（
が
〇
に
）

い
所そ

な
み
（
磯
波
）

　
　
　
非ひ

可か

留る

（
光
る
）

　
　
尓に

し
の
（
虹
の
）

（50）
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か
九く

可か

久く

ニに

（
か
く
か
く
に
）

　
　
　
万ま

都つ

羅ら

駕か

堂た

尓に

（
松
浦
潟
に
）

来
尓に

け
り
な
（
来
に
け
り
な
）

　
　
夕
日ひ

か
ゝ
や
九く

（
夕
日
輝
く
）

　
　
い
所そ

〇
尓に

（
磯
○
に
）

　
　
　
　
　
堂た

て
里り

（
立
て
り
）

非ひ

礼れ

布ふ

里り

て
（
領
巾
振
り
て
）

　
和わ

可か

礼れ

し
や
万ま

盤は

（
別
れ
し
山
は
）

　
　
　
満ま

川つ

波は

羅ら

の
（
松
原
の
）

有う

へ
尓に　
堂た

地ち

を
李り

（
上
に　
立
ち
お
り
）

　
　
　
遊ゆ

布ふ

日ひ

を
（
夕
日
を
）

有う

氣け

天て

（
受
け
て
）

萬ま

都つ

羅ら

（
松
浦
）

　
　
　
　
駕か

堂た

（
潟
）

い
久く

の　
万ま

川つ

（
い
く
の　
松
）

　
　
　
　
　
　
　
　
婆は

羅ら

（
原
）

非ひ

礼れ

布ふ

留る

や
末ま

（
領
巾
振
る
山
）

尓に

し
の
（
虹
の
）

　
末ま

川つ

婆は

羅ら

（
松
原
）

け
布ふ

も
（
今
日
も
）

　
　
　
堂た

非ひ

春す

留る

（
旅
す
る
）

夕
さ
礼れ

盤は

（
夕
さ
れ
ば
）

　
　
非ひ

連れ　
布ふ

留る　
山
も（
領
巾　
振
る　
山
も
）

　
有う

春す　
可か

須す

無む

（
薄　
霞
む
）

　
　
　
　
尓に

し
の
（
虹
の
）

　
　
　
　
　
万ま

都つ　
波は

羅ら

（
松　
原
）

　
万ま

都つ

閑か

勢せ

の
（
松
風
の
）

　
　
　
　
　
を
東と

（
音
）

Ｆ
Ｔ
４
３
３
《
絵
巻
「
い
く
の
松
原
」》

（51）



024

絵
巻
全
図

巻
頭

巻
末

（52）



023

か
へ
留る

子こ

東と

あ
所そ

非ひ

天て

（
蛙
子
と
遊
び
て
）

許こ

の
世
を
和わ

春す

連れ

ゐ
支き

（
こ
の
世
を
忘
れ
い
き
）

有う

起き

世
の
い
本ほ

二に

可か

（
憂
き
世
の
庵
に
か
）

へ
羅ら

無む

可か

和わ

礼れ

ハは

（
え
ら
ん
か
我
は
）

　
　
　
　
　
　
七
三
（
七
三
）

　
　
　
　
　
　
　
愚
翁
（
愚
翁
）

蓋
表

は
る
能の

野
道

蓋
裏

波は

類る

の
野
美み

地ち

（
は
る
の
野
道
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

達
翁

（53）



022

於お

ゝ
支き

（
お
お
き
）

　
　
　
　
許こ

へ　
二に

（
声
に
）

　
　
　
　
和わ

礼れ

の
（
我
の
）

　
　
　
　
　
和わ

羅ら

へ
盤は

（
笑
え
ば
）

　
　
か
へ
留る

子こ

駕か

（
蛙
子
が
）

　
　
　
　
丹に

氣け

遊ゆ

九く

（
逃
げ
行
く
）

　
　
　
　
　
　
　
春す

駕か

堂た

の
（
姿
の
）

　
　
　
愛
し　
与よ

呂ろ

志し

裳も

（
愛
し　
よ
ろ
し
も
）

遊ゆ

面め

の
世
所そ

（
夢
の
世
ぞ
）

　
　
　
堂た

ぬ
し
九く

（
楽
し
く
）

　
　
　
　
あ
處そ

へ
（
遊
べ
）

　
　
　
可か

へ
留る

子こ

与よ

（
蛙
子
よ
）

東と

波は

二に

（
永
遠
に
）

　
　
万ま

堂た

奈な

起き

（
ま
た
無
き
）

　
氣け

布ふ

の
（
今
日
の
）

　
　
　
波は

留る

日ひ

を
（
春
日
を
）

か
へ
留る

子こ

能の

（
蛙
子
の
）

　
　
　
　
　
を
与よ

俱く

（
泳
ぐ
）

　
　
　
堂た

ぬ
し
美み

（
楽
し
み
）

　
　
　
　
見み

天て

於お

礼れ

盤は

（
見
て
お
れ
ば
）

か
へ
留る

子こ

登と

（
蛙
子
と
）

　
　
　
非ひ

婆は

東と

（
ひ
ば
と
）

　
　
　
　
あ
所そ

へ
盤は

（
遊
べ
ば
）

　
許こ

連れ

の
世
丹に

（
こ
れ
の
世
に
）

　
　
　
年ね

駕か

布ふ

（
願
う
）

　
　
　
　
古こ

登と　
那な

志し

（
こ
と　
な
し
）

波は

類る

な
里り

（
春
な
り
）

　
　
　
　
　
　
者は

留る

那な

梨り

（
春
な
り
）

　
飛ひ

婆は

李り

（
雲
雀
）

　
　
　
堂た

か
九く

（
高
く
）

　
　
　
　
　
　
起き

許こ

へ
（
聞
こ
え
）

　
　
　
来く

留る

可か

難な

（
来
る
か
な
）

（54）



021

か
へ
留る

子こ

餘よ

（
蛙
子
よ
）

　
　
　
和わ

礼れ

の
（
我
の
）

　
　
　
　
　
を
ろ
か
を
（
愚
か
を
）

　
　
和わ

羅ら

へ　
和わ

良ら

惠ゑ

（
笑
え　
笑
え
）

東と

之し

お
非ひ

ぬ
礼れ

東と

（
年
老
い
ぬ
れ
ど
）

　
　
　
奈な

二に

毛も

（
何
も
）

　
　
　
　
　
那な

志し

惠ゑ

須す

（
な
し
得
ず
）

可か

へ
流る

子こ

与よ

（
蛙
子
よ
）

　
　
　
を
餘よ

氣け

（
泳
げ
）

　
　
　
　
　

　〻

　〻
〻
（
泳
げ
）

　
波は

類る

日ひ

所そ

裳も

（
春
日
ぞ
も
）

　
　
　
愚
翁
（
愚
翁
）

　
　
　
　
和わ

礼れ

の
（
我
の
）

見み

天て

を
留る

も
の
於お

（
見
て
お
る
も
の
を
）

　
　
　
　
　
春す

駕か

（
す
が
）

　
　
　
　
　
　
た
所そ

も
（
た
ぞ
も
）

美み

川つ

尓に

（
水
に
）

　
　
有う

都つ

礼れ

盤は

（
写
れ
ば
）

　
　
　
　
　
抒と

許こ

の
（
ど
こ
の
）

　
　
　
　
　
　
　
太た

駕か

子こ

處そ

（
誰
が
子
ぞ
）

か
へ
留る

子こ

東と

（
蛙
子
と
）

　
　
　
　
あ
所そ

布ふ

（
遊
ぶ
）

　
　
　
　
　
　
翁
の
（
翁
の
）

　
　
春す

駕か

堂た

あ
王わ

礼れ

（
姿
哀
れ
）

な
の
波は

那な

（
菜
の
花
）

　
　
　
　
　
　
可か

勢せ

二に

（
風
に
）

　
　
　
　
波は

羅ら

ゝ
ゝ
東と

（
は
ら
は
ら
と
）

　
　
　
　
　
　
　
遅ち

流る

（
散
る
）

（55）



020

　
可か

へ
留る

子こ

登と

（
蛙
子
と
）

　
　
　
い
九く

流る

（
生
く
る
）

　
　
　
　
　
　
和わ

礼れ

能の

（
我
の
）

　
　
春す

駕か

堂た

与よ

（
姿
よ
）

か
へ
留る

子こ

を
（
蛙
子
を
）

　
　
　
　
　
　
　
見み

轉て

を
留る

（
見
て
お
る
）

　
　
　
和わ

礼れ

の
（
我
の
）

い
都つ

久く

与よ

里り

（
何
処
よ
り
）

　
　
　
　
ち
里り

天て

（
散
り
て
）

　
来
ぬ
羅ら

む
（
来
ぬ
ら
ん
）

　
　
散さ

九く

羅ら

（
桜
）

　
　
　
　
波は

奈な

（
花
）

　
　
　
　
　
　
あ
王わ

（
哀
）

　
　
　
　
　
　
　
　
連れ

無む

（
れ
む
）

お
東と

も
那な

九く

（
音
も
な
く
）

　
　
な
加か

る
（
流
る
）

　
　
　
　
小
川
尓に

（
小
川
に
）

　
　
　
い
久く

留る

な
類る

（
生
く
る
な
る
）

波は

奈な

地ち

連れ

盤は

（
花
散
れ
ば
）

　
　
者は

留る

与よ

（
春
よ
）

　
　
　
　
遊ゆ

閑か

む
可か

（
行
か
ん
か
）

け
布ふ

の
日ひ

を
（
今
日
の
日
を
）

　
可か

へ
流る

子こ

（
蛙
子
）

　
　
　
　
　
見み

て
を
里り

（
見
て
お
り
）

　
　
　
　
和わ

礼れ

を
（
我
を
）

い
の
ち
（
命
）

　
　
　
堂た

万ま

非ひ

て
（
賜
い
て
）

　
　
　
　
　
氣け

布ふ

の
（
今
日
の
）

　
　
　
　
　
　
　
非ひ

東と

日ひ

を
（
一
日
を
）

（56）



019

可か

へ
留る

子こ

を
（
蛙
子
を
）

　
和わ

礼れ

盤は

（
我
は
）

　
　
　
　
見み

て
を
理り

（
見
て
お
り
）

登と

呂ろ

を
駕か

波は

（
泥
小
川
）

　
　
見み

川つ

〻
（
見
つ
つ
）

　
　
　
　
の
本ほ

礼れ

盤は

（
登
れ
ば
）

　
加か

岐き

里り

な
九く

（
限
り
な
く
）

　
　
　
　
い
九く

て
布ふ

（
生
く
ち
ょ
う
）

　
　
　
か
へ
留る

子こ

（
蛙
子
）

　
見み

礼れ

盤は

（
見
れ
ば
）

　
　
愛
し
母も

（
愛
し
も
）

お
与よ

岐き

川つ

（
泳
ぎ
つ
）

　
　
抒と

呂ろ

二に

（
泥
に
）

　
　
　
有う

母も

礼れ

（
埋
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
留る

（
い
る
）

所そ

の
い
久く

さ
万ま

の
（
そ
の
生
く
さ
ま
の
）

　
　
　
わ
礼れ

能の

（
我
の
）

　
古こ

登と

し
裳も

（
如
し
も
）

あ
勢せ

可か

波は

を
（
畔
川
を
）

　
　
お
与よ

岐き

川つ

（
泳
ぎ
つ
）

　
　
　
い
久く

類る

（
生
く
る
）

可か

へ
留る

子こ

与よ

（
蛙
子
よ
）

　
　
　
奈な

礼れ

の
（
汝
れ
の
）

　
　
　
　
い
の
遅ち

農の

（
命
の
）

　
　
　
　
和わ

礼れ

東と

（
我
と
）

　
　
　
　
　
お
も
布ふ

も
（
思
う
も
）

日ひ

の
（
日
の
）

　
　
久く

礼れ

遊ゆ

久く

（
暮
れ
行
く
）

　
　
　
　
　
羅ら

無む

二に

（
ら
ん
に
）

抒と

呂ろ

を
駕か

波は

（
泥
小
川
）

　
　
な
春す　
許こ

東と

も
（
な
す
事
も
）

　
　
　
　
　
　
な
久く

（
な
く
）

（57）



018

非ひ

東と

羅ら

し
支き

（
人
ら
し
き
）

　
　
　
な
丹に

毛も

（
何
も
）

　
　
　
　
那な

之し

（
な
し
）

　
　
　
　
　
　
　
恵ゑ

轉て

（
え
で
）

　
　
　
　
　
　
あ
王わ

礼れ

（
哀
れ
）

加か

へ
留る

子こ

与よ

（
蛙
子
よ
）

　
　
な
礼れ

の
（
汝
れ
の
）

　
　
　
許こ

登と

起き

（
ご
と
き
）

わ
駕か

非ひ

東と

世
（
わ
が
一
世
）

　
な
か
須す

（
鳴
か
ず
）

　
　
東と

婆は

寸す

所そ

（
飛
ば
ず
ぞ
）

堂た

〻
尓に

（
た
だ
に
）

　
　
　
お
餘よ

氣け

留る

（
泳
げ
る
）

ち
餘よ

呂ろ

（
ち
ょ
ろ
）

　
　
ゝ
ゝ
ゝ
東と

（
ち
ょ
ろ
と
）

東と

美み

（
と
み
）

許こ

布ふ

見み

（
こ
う
み
）

　
ひ
登と

世
を
（
一
世
を
）

　
　
　
　
都つ

非ひ

尓に

（
つ
い
に
）

　
　
　
　
　
な
尓に

も
（
何
も
）

　
　
　
　
　
　
　
那な

し
（
な
し
）

飛ひ

婆は

里り

さ
へ
（
雲
雀
さ
え
）

　
　
　
　
　
　
な
九く

二に

（
鳴
く
に
）

　
む
し
さ
（
虫
さ
）

　
　
　
　
那な

久く

丹に

（
鳴
く
に
）

登と

見み

（
と
み
）

　
古こ

う
見み

（
こ
う
み
）

遊ゆ

面め

登と

（
夢
と
）

　
　
　
須す

岐き

丹に

支き

（
過
ぎ
に
き
）

　
　
　
　
許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
　
　
　
悲ひ

東と

世
（
一
世
）

Ｆ
Ｔ
３
９
０
《
絵
巻
「
は
る
の
野
道
」》

（58）



017

絵
巻
全
図

巻
頭

巻
末

（59）



016

蓋
表

故
郷
能の

歌
絵
巻

蓋
裏

布ふ

類る

散さ

東と

の
（
ふ
る
さ
と
の
）

　
許こ

呂ろ

も
駕か

有う

ら

も
羅
母
（
衣
浦
も
）

　
　
波は

留る

な
連れ

や
子こ

羅ら

盤は（
春
な
れ
や　
子
等
は
）

　
　
　
　
さ
や
け
里り

（
さ
や
げ
り
）

　
　
　
　
　
な
み
堂た

ゝ
春す

け
里り（
波
立
た
ず
け
り
）

（60）



015

許こ

の
（
こ
の
）

　
　
　
あ
面め

川つ

ち
二に

（
天
地
に
）

　
　
か
無む

し
や
須す

（
感
謝
す
）

　
　
　
　
　
　
　
わ
連れ

盤は

（
吾
は
）

散さ

堂た

面め

那な

李り

（
定
め
な
り
）

　
　
散さ

太た

め
な
り
（
定
め
な
り
）

　
　
　
　
　
　
　
け
里り

（
け
り
）

　
　
　
波は

留る

の
日
を
（
春
の
日
を
）

　
あ
駕か

布ふ

流る

さ
東と

の
（
吾
が
故
郷
の
）

　
　
　
　
い
所そ

ニに

堂た

川つ

天て

布ふ（
磯
に
立
つ
ち
ょ
う
）

あ
散さ

（
朝
）

　
　
　
許こ

東と

ニに

（
ご
と
に
）

　
　
い
所そ

へ
尓に

（
磯
辺
に
）

　
　
　
　
堂た

天て

盤は

（
立
て
ば
）

　
祢ね

駕か

布ふ

（
願
う
）

　
　
　
　
　
　
許こ

東と

（
事
）

　
　
　
　
　
　
那な

し
（
な
し
）

　
　
　
許こ

連れ

の
（
こ
れ
の
）

　
　
　
　
　
め
俱く

美み

丹に

（
恵
み
に
）

　
　
　
　
堂た

〻
尓に

（
唯
に
）

　
　
　
　
　
　
を
呂ろ

駕か

無む

（
拝
む
）

け
布ふ

母も

万ま

堂た

（
今
日
も
ま
た
）

　
　
い
の
地ち

（
命
）

　
　
　
　
堂た

万ま

ひ
支き

（
給
い
き
）

　
　
　
　
　
　
波は

留る

の
（
春
の
）

　
　
　
　
　
　
　
日
や
（
日
や
）

（61）



014

波は

留る

の
（
春
の
）

　
　
幾き

ぬ
礼れ

婆は

（
来
ぬ
れ
ば
）

　
　
　
を
波は

李り

東と

（
終
わ
り
と
）

い
閑か

あ
美み

の
（
烏
賊
網
の
）

　
　
　
春す

駕か

堂た

（
姿
）

　
　
　
　
餘よ

呂ろ

し
裳も

（
よ
ろ
し
も
）

　
　
布ふ

祢ね

尓に

（
船
に
）

　
　
　
　
都つ

美み

轉て

（
積
み
て
）

　
　
　
　
遊ゆ

久く

（
行
く
）

　
　
　
　
　
　
可か

南な

（
か
な
）

ち
東と

李り

（
千
鳥
）

　
　
　
　
い
知ち

羽
（
一
羽
）

の
李り

所そ

堂た

の
（
海
苔
そ
だ
の
）

　
　
　
　
な
か
二に

（
中
に
）

　
あ
處そ

布ふ

駕か

丹に

（
遊
ぶ
が
に
）

　
　
　
　
を
支き

登と

（
お
き
と
）

　
　
　
　
　
お
〻
那な

（
媼
）

　
　
　
　
　
　
　
可か

毛も

（
か
も
）

能の

李り

（
海
苔
）

　
　
　
所そ

堂た

を
（
そ
だ
を
）

　
　
悲ひ

久く

（
引
く
）

　
東と

連れ

盤は

（
獲
れ
ば
）

　
　
　
や
留る

天て

布ふ

（
や
る
ち
ょ
う
）

　
　
を
起き

尓に

（
沖
に
）

　
　
な
け
餘よ

（
鳴
け
よ
）

　
　
　
ち
抒と

与よ

（
ち
ど
よ
）

　
　
和わ

礼れ

盤は

（
吾
は
）

　
　
　
　
　
　
万ま

ち
を
里り

（
待
ち
お
り
）

（62）



013

　
　
轉て

者は

や
具く

（
手
早
く
）

　
　
　
な
け
天て

（
投
げ
て
）

　
雲う

の
登と

李り

駕か

（
鵜
の
鳥
が
）

　
　
布ふ

堂た

川つ

（
二
つ
）

　
　
　
東と

非ひ

幾き

轉て

（
飛
び
来
て
）

　
　
尓に

し
（
西
）

　
　
　
　
悲ひ

駕か

之し

（
東
）

　
　
　
和わ

可か

礼れ

（
別
れ
）

　
　
　
　
和わ

迦か

礼れ

二に

（
別
れ
に
）

東と

悲ひ

天て

（
飛
び
て
）

　
　
遊ゆ

九く

閑か

難な

（
行
く
か
な
）

あ
さ
李り

布ふ

年ね

の
（
浅
蜊
舟
の
）

　
　
む
礼れ

（
群
れ
）

　
　
　
地ち

可か

都つ

（
近
付
）

　
　
　
　
　
　
支き

轉て

（
き
て
）

　
　
　
け
さ
盤は

（
今
朝
は
）

　
　
　
　
　
　
　
○
〇
ぬ
（
○
〇
ぬ
）

許こ

恵ゑ

（
声
）

　
　
可か

け
轉て

（
掛
け
て
）

　
　
　
非ひ

具く

（
引
く
）

　
所そ

礼れ

の
（
そ
れ
の
）

　
　
之し

俱く

散さ

（
仕
草
）

　
　
　
　
　
の
（
の
）

　
　
　
を
抒と

け
て
（
お
道
化
て
）

　
　
　
　
　
見
へ
ぬ
（
見
え
ぬ
）

　
　
あ
美み

布ふ

祢ね

の
（
網
舟
の
）

　
　
　
本ほ

無む

ほ
牟む

（
ポ
ン
ポ
ン
）

　
　
　
　
　
　
登と

（
と
）

　
　
　
　
　
い
非ひ

天て

（
云
い
て
）

　
　
起き

尓に

け
り
那な

（
来
に
け
り
な
）

（63）



012

　
美み

無む

な
美み

尓に

（
南
に
）

　
　
　
　
遊ゆ

支き

天て

（
行
き
て
）

　
　
万ま

堂た

（
ま
た
）

　
　
　
を
り
尓に

（
降
り
に
）

　
　
　
　
　
　
け
李り

（
け
り
）

か
非ひ

東と

り
の
（
貝
取
の
）

　
　
布ふ

祢ね

能の

（
舟
の
）

　
　
　
む
連れ

天て

（
群
れ
て
）

　
　
　
　
い
所そ

地ち

可か

九く

（
磯
近
く
）

　
　
　
け
散さ

盤は

（
今
朝
は
）

　
　
　
　
あ
留る

那な

李り

（
あ
る
な
り
）

　
　
許こ

へ
も
（
声
も
）

　
　
　
　
　
起き

久く

駕か

二に

（
聞
く
が
に
）

登と

飛ひ

堂た

天て

盤は

（
飛
び
立
て
ば
）

　
　
所そ

羅ら

毛も

（
空
も
）

　
　
　
　
見
へ
ぬ
（
見
え
ぬ
）

　
　
　
許こ

登と

那な

り
ぬ
（
如
な
り
ぬ
）

牟む

礼れ

東と

李り

の
（
群
鳥
の
）

　
　
有う

美み

二に

（
海
に
）

　
　
　
　
を
里り

来
轉て

（
降
り
来
て
）

　
散さ

や
（
さ
や
）

　
　
　
　
希け

留る

（
げ
る
）

　
　
　
　
　
許こ

登と

之し

（
如
し
）

　
　
有う

か
布ふ

（
浮
か
ぶ
）

　
　
　
　
か
堂た

地ち

の
（
形
の
）

　
閑か

波は

里り

（
変
わ
り
）

　
　
　
遊ゆ

久く

可か

南な

（
行
く
か
な
）

（64）



011

本ほ

無む

（
ポ
ン
）

　
　
　
　
　
〻
〻
（
ポ
ン
）

　
　
　
　
を
登と

を
（
音
を
）

　
　
　
　
　
の
古こ

し
て
（
残
し
て
）

　
　
遊ゆ

九く

へ
（
行
方
）

　
　
　
　
之し

羅ら

那な

九く

（
知
ら
な
く
）

満ま

本ほ

（
真
帆
）

　
　
閑か

堂た

ほ
（
片
帆
）

　
起き

へ
轉て

（
消
え
て
）

　
　
　
遊ゆ

九く

那な

李り

（
行
く
な
り
）

　
　
波は

類る

な
連れ

や
（
春
な
れ
や
）

　
　
　
雲う

の
東と

里り

（
鵜
の
鳥
）

　
　
　
　
　
　
い
久く

都つ

（
幾
つ
）

　
　
　
美み

川つ

二に

（
水
に
）

　
　
　
　
　
具く

俱く

礼れ

（
潜
れ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
流る

（
る
）

　
　
　
　
許こ

呂ろ

も
駕か

（
衣
が
）

　
　
　
　
　
　
有う

羅ら

母も

（
浦
も
）

　
波は

類る

奈な

礼れ

や
（
春
な
れ
や
）

　
　
児
等
盤は

（
児
等
は
）

　
　
　
さ
や
（
さ
や
）

　
　
　
　
希け

里り

（
げ
り
）

あ
散さ

起き

李り

二に

（
朝
霧
に
）

　
　
を
ゝ
起き

（
大
き
）

　
　
　
布ふ

祢ね

盤は

（
船
は
）

　
　
　
　
支き

へ
（
消
え
）

　
　
　
　
　
　
天て

（
て
）

　
　
　
　
　
遊ゆ

九く

（
行
く
）

　
　
　
　
　
　
　
な
里り

（
な
り
）

　
奈な

美み

（
波
）

　
　
堂た

〻
川つ

（
た
た
ず
）

　
　
　
　
　
　
　
け
李り

（
け
り
）

布ふ

流る

散さ

東と

の
（
故
郷
の
）

Ｆ
Ｔ
９
７
《
絵
巻
「
古
郷
の
歌
」》

（65）



010

絵
巻
全
図

巻
頭

巻
末

（66）



009

花
を
己こ

悲ひ

月
を
己こ

ひ
（
花
を
恋
月
を
恋
）

都つ

ゝ
己こ

礼れ

の
与よ

遠を

和わ

連れ

（
つ
つ
こ
れ
の
世
を
吾
）

盤は

春す

き
遊ゆ

久く

あ
里り

可か

（
は
過
ぎ
行
く
あ
り
が
）

太た

支き

可か

奈な

（
た
き
か
な
）

梅
与よ

さ
氣け

桜
与よ

散さ

可か

礼れ

（
梅
よ
咲
け
桜
よ
盛
れ
）

は
類る

来
礼れ

盤は

は
る
奈な

（
春
来
れ
ば
春
な
）

和わ

春す

礼れ

曽そ

花
与よ

散さ

（
忘
れ
そ
花
よ
咲
）

け
〻
〻
（
け
咲
け
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥
屋
平

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
達
翁

蓋
表

和
紙
漉
込
絵
巻

蓋
裏

　
春す

起き

許こ

美み

可か

み
（
漉
き
込
み
紙 

）

　
　
　
　
　
　
　
丹に

波は

（
庭
）

万ま

奈な

都つ

類る

の
有う

面め

（
真
鶴
の
梅
）

　
　
　
　
　
〻
〻
（
〻
〻
）

　
　
　
　
お
も
ひ
傳て

（
思
い
出
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
無
風
子

（67）



008

登と

ひ
天て

（
飛
び
て
）

　
　
　
来こ

与よ

（
来
よ
）

　
　
　
　
〻
〻
（
来
よ
）

　
梅
の
（
梅
の
）

　
　
　
は
奈な　
可か

南な

（
花　
か
な
）

己こ

ひ
春す

登と

も
（
恋
す
と
も
）

　
　
　
　
奈な

に
ニに

（
何
に
）

　
　
　
　
　
　
可か

は
（
か
は
）

　
　
　
　
　
　
　
　
セせ

む
（
せ
ん
）

　
許こ

礼れ

の
与よ

の
（
こ
れ
の
世
の
）

　
　
は
類る

者は

（
春
は
）

　
　
　
花
さ
氣け

（
花
咲
け
）

あ
き
は
（
秋
は
）

　
　
葉
与よ

（
葉
よ
）

　
　
　
ち
禮れ

（
散
れ
）

さ
き
の
（
咲
き
の
）

　
　
　
　
　
佐さ

可か

理り　
曽そ

（
盛
り
ぞ
）

　
　
き
の
ふ
（
昨
日
）

　
　
　
　
氣け

布ふ　
可か

奈な

（
今
日　
か
な
）

風
尓に　
さ
曽そ

布ふ

か
（
風
に　
誘
う
か
）

　
　
あ
免め

ニ
（
雨
に
）

　
　
　
散さ

曽そ

は
禮れ

（
誘
わ
れ
）

東と

非ひ

轉て　
来こ

与よ

（
飛
び
て　
来
よ
）

許こ

東と

ニに

（
こ
と
に
）

　
　
許こ

非ひ

之し

（
恋
し
）

　
　
　
布ふ

遊ゆ

の
（
冬
の
）

　
　
　
　
　
さ
久く

良ら　
も
（
桜
も
）

　
ふ
堂た

も
東と

（
二
本
）

　
　
　
　
三み

も
登と

（
三
本
）

　
　
知ち

理り

も
（
散
り
も
）

（68）



007

尓に

波は

の
（
庭
の
）

　
　
老
樹
の
（
老
樹
の
）

　
　
　
梅
能の

（
梅
の
）

　
　
波は

那な

可か

奈な

（
花
か
な
）

和わ

閑か

め
轉て

之し

（
我
が
愛
で
し
）

　
あ
散さ

日ひ

（
朝
日
）

　
　
　
有う

氣け

都つ

〻
（
受
け
つ
つ
）

　
　
　
　
　
丹に

ほ
ひ
轉て

（
匂
い
て
）

　
　
　
　
　
　
　
あ
羅ら

無む

（
あ
ら
ん
）

之し

堂た

礼れ　
太た

類る

（
枝
垂
れ
た
る
）

　
　
う
氣け

轉て

（
受
け
て
）

　
　
丹に

は
（
庭
）

　
　
　
　
　
　
以い

ち　
面め

無む

ニに

（
一
面
に
）

は
奈な

留る

東と

も
（
離
る
と
も
）

曽そ

の
日ひ

（
そ
の
日
）

　
　
　
〻
〻
を
（
そ
の
日
を
）

己こ

ひ
川つ

（
恋
つ
）

　
　
　
於お

も
布ふ

（
思
う
）

於お

も
ひ
轉て

（
思
い
出
）

　
　
布ふ

可か

美み

（
深
み
）

和わ

連れ

奈な

（
吾
な
）

　
　
和わ

春す

禮れ

曽そ

（
忘
れ
そ
）

和わ

可か　
許こ

〻
ろ
や
盤は

（
我
が　
心
や
は
）

　
　
可か

与よ

ひ
（
通
い
）

　
　
　
　
都つ

羅ら

牟む

（
つ
ら
ん
）

遊ゆ

へ
裳も

（
故
も
）

　
　
萬ま

太た

（
ま
た
）

　
　
　
　
由ゆ

免め

ニに

（
夢
に
）

　
見み

之し

可か

奈な

（
見
し
か
な
）

萬ま

奈な

川つ

類る

の
（
真
鶴
の
）

　
ひ
東と

へ
紅
梅
（
一
重
紅
梅
）

　
　
　
散さ

き
（
咲
き
）

　
　
　
　
ぬ
羅ら

無む

（
ぬ
ら
ん
）

　
　
う
春す

（
薄
）

　
　
　
許こ

布ふ

は
ひ
も
（
紅
梅
も
）

　
あ
佐さ

日ひ

（
朝
日
）

（69）



006

あ
閑か

川つ

（
飽
か
ず
）

　
　
見み

之し

（
見
し
）

　
　
紅
梅
（
紅
梅
）

　
　
　
　
あ
は
礼れ

（
哀
れ
）

己こ

東と

之し

も
や
（
今
年
も
や
）

　
　
　
さ
き
傳て

（
咲
き
て
）

　
　
　
　
和わ

連れ

を
や
（
吾
を
や
）

　
萬ま

知ち

天て

（
待
ち
て
）

　
　
　
あ
類る

（
あ
る
）

　
　
　
　
ら
む
（
ら
ん
）

美み

都つ

の
上
尓に

（
水
の
上
に
）

　
　
波は

羅ら

〻
〻
（
は
ら
は
ら
）

　
　
　
知ち

理り

天て

（
散
り
て
）

　
　
　
　
　
紅
梅
の
（
紅
梅
の
）

う
氣
可か

へ
類る

閑
（
浮
か
べ
る
）

　
　
　
　
　
　
　
志し

た
へ
（
下
へ
）

　
月
の
さ
之し

久く

留る

（
月
の
差
し
来
る
）

紅
梅
の
（
紅
梅
の
）

　
美み

川つ

ニに

（
水
に
）

　
　
有う

都つ

之し

轉て

（
映
し
て
）

　
　
　
さ
き
（
咲
き
）

　
　
　
　
尓に

保ほ

ふ
（
匂
う
）

　
春す

閑か

堂た

遠を

（
姿
を
）

　
　
　
　
　
和わ

禮れ

ハは

（
吾
は
）

以い

可か

ニに

（
い
か
に
）

　
め
天て

（
愛
で
）

　
　
　
志し

閑か

（
し
か
）

梅
与よ

散さ

氣け

（
梅
よ
咲
け
）

　
　
　
桜
与よ

（
桜
よ
）

　
　
　
　
さ
け
与よ

（
咲
け
よ
）

は
留る

（
春
）

　
　
来
禮れ

盤は

（
来
れ
ば
）

さ
き
轉て

（
咲
き
て
）

　
　
尓に

保ほ

へ
（
匂
え
）

　
　
　
　
　
与よ

（
よ
）

（70）



005

陽
を
（
陽
を
）

　
　
う
氣け

傳て

（
受
け
て
）

　
　
　
月
を
（
月
を
）

　
　
　
　
う
け
て
ハは

（
受
け
て
は
）

尓に

保ほ

布ふ

可か

や
（
匂
う
か
や
）

　
梅
の
老
樹
の
（
梅
の
老
樹
の
）

春す

閑か

堂た

（
姿
）

　
　
　
　
太た

布ふ

東と

之し

（
尊
し
）

　
　
　
　
和わ

か
樹
の
（
若
樹
の
）

　
さ
へ
〻
〻
東と

（
冴
え
冴
え
と
）

　
　
　
於お

〻
き
（
お
お
き
）

　
　
　
　
　
花
さ
き
（
花
咲
き
）

　
　
尓に

保ほ

布ふ

（
匂
う
）

　
　
　
　
己こ

の
許こ

呂ろ

（
こ
の
頃
）

都つ

萬ま

へ
ニに

の
（
つ
ま
べ
に
の
）

　
　
　
和わ

非ひ

春す

氣け

（
侘
助
）

　
　
　
　
い
久く

つ
（
幾
つ
）

　
さ
き
ぬ
羅ら

牟む

（
咲
き
ぬ
ら
ん
）

　
　
葉は

可か

久く

里り

ニに

（
葉
隠
り
に
）

　
　
　
い
く
つ
（
幾
つ
）

　
　
　
　
さ
き
い
傳て

（
咲
き
出
で
）

　
　
ぬ
羅ら

ん
（
ぬ
ら
ん
）

梅
の
（
梅
の
）

　
者は

奈な

（
花
）

　
　
可か

南な

（
か
な
）

た
布ふ

東と

之し

登と

（
尊
し
と
）

　
於お

も
ふ
（
思
う
）

月
の
夜よ

尓に

（
月
の
夜
に
）

　
　
尓に

保ほ

布ふ

（
匂
う
）

　
　
　
老
樹
の
（
老
樹
の
）

　
　
春す

閑か

堂た

（
姿
）

　
　
　
　
　
可か

奈な

（
か
な
）

　
　
　
め
轉て

太た

（
め
で
た
）

　
　
　
　
　
可か

利り

（
か
り
）

　
　
　
　
　
　
む
面め

の
（
梅
の
）

（71）



004

四
季
散さ

き
の
（
四
季
咲
き
の
）

　
　
　
　
さ
久く

羅ら

や
（
桜
や
）

　
　
　
　
惠え

た
や
（
枝
や
）

　
　
　
　
　
波は

里り

（
張
り
）

　
　
　
　
　
　
都つ

羅ら

無む

（
つ
ら
ん
）

　
は
な
（
花
）

　
　
　
　
さ
久く

良ら

羅ら

む
曽そ

（
咲
く
ら
ん
ぞ
）

　
　
見み

ま
保ほ

志し

き
（
見
ま
欲
し
き
）

　
　
　
　
　
　
可か

奈な

（
か
な
）

於お

母も

ほ
へ
盤は

（
思
ほ
え
ば
）

　
　
於お

母も

以い

轉て

（
思
い
出
）

　
　
　
　
布ふ

可か

美み

（
深
み
）

　
尓に

波は

の
（
庭
の
）

　
　
　
　
波は

な
（
花
）

　
　
　
知ち

ゝ
尓に

（
千
々
に
）

　
　
　
　
　
さ
久く

ら
む
（
咲
く
ら
ん
）

　
　
　
尓に

保ほ

ひ
つ
る
（
匂
い
つ
る
）

　
　
　
　
　
ら
無む

（
ら
ん
）

二
日
月
（
二
日
月
）

　
　
三
日
月
（
三
日
月
）

　
　
　
　
四
日
月
（
四
日
月
）

之し

川つ

氣け

可か

里り

（
静
け
か
り
）

　
　
　
　
　
希け

り
（
け
り
）

　
於お

も
ひ
（
思
い
）

　
　
　
見み

留る

（
見
る
）

　
　
可か

母も

（
か
も
）

十
日
月
（
十
日
月
）

　
　
可か

〻
理り

志し

（
掛
か
り
し
）

　
　
　
冬
の
（
冬
の
）

　
　
　
　
　
桜
花
（
桜
花
）

　
　
め
尓に

（
目
に
）

　
　
　
　
有う

都つ

類る

（
映
る
）

　
　
　
　
　
　
　
可か

奈な

（
か
な
）

　
老
ひ
梅
尓に

（
老
い
梅
に
）

　
　
　
　
　
可か

〻
理り

之し

（
掛
か
り
し
）

　
　
　
　
　
春す

閑か

た
（
姿
）

（72）



003

　
あ
閑か

き
（
赤
き
）

　
　
　
之し

呂ろ

き
（
白
き
）

　
　
　
　
八
重
（
八
重
）

　
　
　
　
　
　
ひ
東と

へ
（
一
重
）

和わ

ひ
春す

氣け

の
（
侘
助
の
）

　
　
　
志し

呂ろ

の
（
白
の
）

　
　
　
　
　
川つ

〻
散さ

き
（
筒
咲
き
）

　
　
　
　
　
以い

東と

之し

も
与よ

（
愛
し
も
よ
）

　
　
保ほ

の
閑か

ニに

（
ほ
の
か
に
）

　
　
　
　
　
尓に

保ほ

ふ
（
匂
う
）

　
　
月
の
（
月
の
）

光
り
尓に

（
光
に
）

梅
の
（
梅
の
）

　
　
　
　
　
　
は
奈な

の
（
花
の
）

　
　
　
　
曽そ

め
希け

無む

（
染
め
け
ん
）

　
波は

類る

（
春
）

　
　
　
　
　
堂た

知ち

（
立
ち
）

　
　
　
　
　
　
　
奴ぬ

礼れ

盤は

（
ぬ
れ
ば
）

う
都つ

之し

（
移
し
）

　
有う

へ
し
（
植
え
し
）

　
　
　
久く

呂ろ

の
（
く
ろ
の
）

　
　
　
都つ

婆は

き
ハは

（
椿
は
）

　
以い

可か

ゝ
あ
良ら

牟む

（
い
か
が
あ
ら
ん
）

　
　
　
散さ

き
曽そ

め
し
（
咲
き
初
め
し
）

　
　
　
　
　
怒ぬ

羅ら

む
（
ぬ
ら
ん
）

　
　
見み

ま
保ほ

し
き
（
見
ま
欲
し
き
）

　
　
　
　
　
可か

那な

（
か
な
）

和わ

ひ
春す

氣け

（
侘
助
）

　
　
　
都つ

婆は

き
（
椿
）

さ
き
（
咲
き
）

　
　
支き

曽そ

ひ
（
競
い
）

　
　
　
　
ぬ
羅ら

之し

（
ぬ
ら
し
）

許こ

ひ
之し

可か

理り

（
恋
し
か
り
）

　
　
　
　
氣け

利り

（
け
り
）
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和わ

礼れ

も
（
吾
も
）

　
　
　
許こ

非ひ

（
恋
）

　
　
　
　
之し

き
（
し
き
）

　
　
　
　
礼れ

東と

（
れ
ど
）

和わ

連れ

の
（
吾
の
）

　
　
　
あ
良ら

ね
盤は

（
あ
ら
ね
ば
）

　
　
さ
無む

之し

（
淋
し
）

　
　
　
　
　
可か

類る

（
か
る
）

　
　
　
　
　
　
羅ら

無む

（
ら
ん
）

あ
佐さ

尓に

見み

し
（
朝
に
見
し
）

　
　
　
夕
へ
尓に

や
（
夕
べ
に
や
）

　
　
　
見み

し
（
見
し
）

万ま

奈な

川つ

留る

の
（
真
鶴
の
）

　
丹に

波は

能の

（
庭
の
）

　
　
　
春す

以い

（
水
）

　
　
　
　
世せ

無む

（
仙
）

　
　
散さ

幾き

ぬ
羅ら

牟む

（
咲
き
ぬ
ら
ん
）

波は

類る

堂た

知ち

（
春
立
ち
）

　
　
　
　
怒ぬ

礼れ

ハは

（
ぬ
れ
ば
）

　
於お

も
ひ
（
思
い
）

　
　
　
　
以い

傳て

（
出
で
）

　
　
　
　
　
尓に

き
（
に
き
）

万ま

奈な

都つ

類る

の
（
真
鶴
の
）

　
　
　
梅
の
（
梅
の
）

　
　
　
　
　
を
ひ
き
や
（
老
樹
や
）

　
佐さ

き
ぬ
良ら

無む

（
咲
き
ぬ
ら
ん
）

　
　
和わ

禮れ

や
（
吾
や
）

　
　
　
萬ま

川つ

（
待
つ
）

　
　
　
　
羅ら

無む

（
ら
ん
）

あ
可か

き
（
赤
き
）

　
　
之し

ろ
き
（
白
き
）

　
　
　
無む

め
裳も

（
梅
も
）

　
　
　
　
き
處そ

ひ
て
（
競
い
て
）

　
　
　
　
　
　
　
曽そ

（
ぞ
）

　
散さ

き
怒ぬ

（
咲
き
ぬ
）

Ｆ
Ｔ
９
６
《
絵
巻
「
和
紙
漉
込
」》

（74）



001

凡
例

・ 

本
稿
は
、
愛
知
県
美
術
館
が
所
蔵
す
る
藤
井
達
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
Ｆ
Ｔ
９
６《
絵
巻「
和
紙
漉
込
」》、
Ｆ
Ｔ
９
７《
絵
巻「
古
郷
の
歌
」》、
Ｆ
Ｔ
３
９
０《
絵
巻「
は
る
の
野

道
」》、
Ｆ
Ｔ
４
３
３《
絵
巻「
い
く
の
松
原
」》お
よ
び
Ｆ
Ｔ
４
３
７《
絵
巻「
朝
顔
流
」》に
含
ま
れ
る
藤
井
達
吉
自
筆
の
テ
キ
ス
ト
部
分
を
読
み
下
し
た
も
の
で
あ
る
。

・
読
み
下
し
は
、
愛
知
県
美
術
館
友
の
会
所
蔵
品
管
理
サ
ポ
ー
ト
部
会
有
志
の
協
力
を
得
て
行
わ
れ
た
。

・
読
み
下
し
に
携
わ
っ
た
者
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
大
石
悦
子　
　
　
　
　
　
岡
崎
恭
子　
　
　
　
　
　
荻
野
孝　
　
　
　
　
　
　
加
藤
喜
美
代　
　
　
　
　
田
中
寛

　
　
　
　
丹
阿
弥
彰
子　
　
　
　
　
寺
本
い
つ
子　
　
　
　
　
冨
永
晃
一　
　
　
　
　
　
野
田
久
美　
　
　
　
　
　
平
松
章
子

　
　
　
　
廣
瀬
千
明　
　
　
　
　
　
松
岡
千
佳　
　
　
　
　
　
武
藤
和
子　
　
　
　
　
　
村
尾
哲

・ 

構
成
は
、
上
段
に
絵
巻
図
版
を
配
し
、
く
ず
し
字
の
読
み
下
し
文
、
そ
の
下
に
か
っ
こ
書
き
で
現
代
仮
名
遣
い
文
を
そ
え
た
。
く
ず
し
字
の
読
み
下
し
に
際
し
て
は
、

変
体
仮
名
に
の
み
ル
ビ
を
付
記
し
た
。
ま
た
、
各
巻
末
に
絵
巻
全
図
を
掲
載
し
た
。

・
読
み
下
し
の
文
中
に
お
い
て
使
用
し
た
記
号
の
意
味
は
下
記
の
通
り
。　
〇
：
文
字
は
認
識
で
き
る
が
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字

編
集　
高
木
久
子　
　
画
像
処
理
協
力　
福
岡
優
里

本
５
点
の
絵
巻
の
基
礎
調
査
は
愛
知
県
美
術
館
の
平
瀬
礼
太
、
中
野
悠
が
行
い
、
高
木
久
子
が
調
査
補
助
を
行
っ
た
。

藤
井
達
吉
の
テ
キ
ス
ト
を
読
み
下
す
に
あ
た
り
、
多
大
な
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
愛
知
県
美
術
館
友
の
会
所
蔵
品
管
理
サ
ポ
ー
ト
部
会
有
志
の
皆
様
お
よ
び
宮
城
県
美
術

館
の
土
生
和
彦
氏
に
、
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

藤
井
達
吉
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

Ｆ
Ｔ
９
６《
絵
巻「
和
紙
漉
込
」》、Ｆ
Ｔ
９
７《
絵
巻「
古
郷
の
歌
」》、Ｆ
Ｔ
３
９
０《
絵
巻「
は
る
の
野
道
」》、

Ｆ
Ｔ
４
３
３《
絵
巻「
い
く
の
松
原
」》、
Ｆ
Ｔ
４
３
７《
絵
巻「
朝
顔
流
」》読
み
下
し

（75）
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